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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

東

ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
域
の
自
然
は
、
多
様
で
ユ
ニ
ー

ク
な
生
物
相
を
持
ち
、
国
内
最
大
級
の
風
穴
地
帯
に

形
成
さ
れ
た
国
内
無
二
の
特
異
な
生
態
系

で
あ
る
。

た
と
え
ト
ン
ネ
ル
で
も
、

こ
の
山
域
で
の
道
路
は
自

然

へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

一

多
様
な
生
物
相

大
雪
山
国
立
公
園
に
お
け
る
垂
直
分
布
帯
は
、
普
通
は
、

山
地
帯

(標
高
約
八
○
○
儲
以
下
)
、
亜
高
山
帯

(約
八

○
○
～

一
五
〇
〇
層
)、
そ
し
て
高
山
帯

(
一
五
〇
〇
綴

以
上
)
に
分
け
ら
れ
る
。
大
雪
山
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
域
は
、
最
高
標
高
が

一
二
五
二

・
二
層

し
か
な
い
の
で
、
普
通
で
あ
れ
ば
、
山
地
帯
と
亜
高
山
帯

の
生
物
し
か
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
山
域
で
は
、
普
通
は
高
山
帯
に
生
息

す
る
氷
河
期

の
生
き
残
り

(遺
存
種
)
が
多
く
、
し
か
も

そ
れ
ら
の
希
少
種
が
豊
富
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
本
来
の

標
高
に
合

っ
た
亜
高
山
帯
以
下
の
生
物
も
多
数
生
息
し
、

そ
れ
ら
の
希
少
種
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
生
物
相

の
特
徴
は
、
北
海
道
に
よ
る
二

つ

の
報
告
書

(
一
九
八
七
、

一
九
八
八
)
の
中

に
も
窺
わ
れ

る
が
、
日
本
哺
乳
類
学
会

(
一
九
九
二
)
、

日
本
鳥
学
会

(
一
九
九
二
)、
日
本
野
鳥

の
会

・
十
勝
支
部

(
一
九
九
三
)

お
よ
び
日
本
生
態
学
会

(
一
九
九
三
)

に
よ
る
指
摘
や
、

そ
の
後

の
松
田
に
よ
る

マ
ツ
ダ
タ
カ
ネ
オ

ニ
グ
モ
の
発
見

(北
海
道
新
聞

一
九
九
五
年
三
月

一
八
日
)
な
ど
に
基
づ

く
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
日
本
で
は
北
海
道
に
限
ら
れ
、

道
央
部
の
高
山
帯
を
中
心
に
点
在
す
る
が
、
高
山
帯
に
達

し
て
い
な
い
こ
の
山
域
が
日
本
最
大
級
の
生
息
地
と
な
る
。

国
指
定
天
然
記
念
物
の
高
山
蝶
で
あ
る
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ

ジ
ミ
は
、
食
樹
や
吸
密
植
物
で
あ
る
高
山
植
物
の
ガ
ン
コ

ウ
ラ
ン
、

コ
ケ
モ
モ
、
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
と
と
も
に
、
こ
の
低

い
標
高
の
山
域
に
生
息
す
る
。
最
近
発
見
さ
れ
た
マ
ツ
ダ

タ
カ
ネ
オ
ニ
グ
モ
は
、
近
緑
種
が

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
高
山

に
生
息
す
る
蜘
蛛
で
あ
り
、
世
界
で
こ
の
山
域
に
限
ら
れ

る

(谷
川

一
九
九
四
、
松
田

一
九
九
六
)
。
普
通
は
高
山

に
生
息
す
る
甲
虫
類
の
希
少
種
、
ラ
ウ
ス
オ
サ
ム
シ
も
こ

こ
に
生
息
す
る
。

顕
花
植
物

で
は
、
上
記
の
三
種
に
加
え
て
コ
マ
ク
サ
、

ミ
ヤ

マ
オ
ダ
マ
キ
、

ハ
イ
マ
ッ
な
ど
四
〇
種
を
超
え
る
高

山
植
物
が
標
高
約
七
〇
〇
綴
の
低
地
か
ら
出
現
す
る
。
地

衣
類

で
も
普
通
は
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
チ
ズ
ゴ
ケ
、
キ
ゴ

ケ
属
、
イ
ワ
タ
ケ
属
、

ハ
ナ
ゴ
ケ
属
、

エ
イ
ラ
ン
タ
イ
属

の
種
類
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
特

に
、
オ
オ
ウ
ラ
ヒ
ダ

イ
ワ
タ
ケ
は
北
海
道
で
は
こ
の
山
域

に
限
ら
れ
、
青
森
県

の
縫
道
石
山

・
縫
道
石
で
は
特
殊
植
物
群
落
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

(斎
藤

一
九
八
四
)
。

蘇
苔
類
も
豊
富
で
あ
り
、
普
通
は
高
層
湿
原
に
見
ら
れ
る

ス
ギ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
多
量
に
出
現
し
、
苔
類
ヤ
バ
ネ
ゴ
ケ

属

の

一
種

(
§

ぎ

No
N
旨

黛
ミ

逡

ミ
ミ

9
)

は

こ

の
山

域

を

日
本

唯

一
の
生

息

地

と

す

る
。

本

来

の
標

高

に
合

っ
た
亜

高

山

帯

以

下

の
生
物

も
多

数

生

息

し

て
い

る
。

そ

れ

に

は
、

国

指

定

天

然

記

念
物

の

シ

マ

フ
ク

ロ
ウ

と

ク

マ
ゲ

ラ
を

筆

頭

に

し

て
、

キ

ン

メ

フ
ク

ロ
ウ
、

エ
ゾ

オ

コ
ジ

ョ
な

ど

の
希

少

動

物

、

国

内

で
十

勝

に
限

ら

れ

る

ホ

ザ

キ

シ
オ

ガ

マ
や
、

国

内

数

ヶ
所

に
限

ら

れ

る

日

本

固

有
種

の

ハ

ッ
ト

リ

ヤ

ス
デ

ゴ

ケ

な
ど

の
希
少

植

物

が

知

ら

れ

て

い
る
。

さ

ら

に
、

こ

の
山

域

で

は

エ
ゾ

シ
カ

、

キ

タ
キ

ッ
ネ

、

ダ

ケ

カ

ン

バ
、

ト

ド

マ

ツ
、

ミ
ズ

ナ

ラ
な

ど

、

亜

高

山

帯

以

下

に
普

通

な
生

物

も

そ

ろ

っ
て

見

ら

れ

る
。

し

た
が

っ
て
、

こ

の
山

域

の
生

物

相

(
あ

る
地

域

の
生
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物
種

の
リ
ス
ト
)
は
、
高
山
帯
と
亜
高
山
帯
以
下
の
生
物

が
そ
れ
ぞ
れ
普
通
種
と
希
少
種
を
含
ん
で
お
り
、
非
常
に

多
様

で
、
か

つ
特
異
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
亜
高
山
帯
以
下
の
生
物
に
希
少
種
が
多
い

こ
と
は
、
こ
の
山
域
が
伐
採
な
ど
の
人
為
の
影
響
を
う
け

て
こ
な
か

っ
た
自
然
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
普
通
は
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
生
物

が
亜
高
山
帯

以
下
で
も
多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常

に
不
思
議
で

あ
り
、
何
ら
か
の
特
別
な
理
由
が
あ
る
に
違

い
な
い
。

二

特
異
な
生
態
系

こ
の
山
域
の
高
山
植
物
は
、

一
部
は
高
山
植
物
群
落
と

し
て
認
め
ら
れ
る
。

ハ
イ
マ
ツ
群
落
は
、
主

に
東
な
い
し

北
東
向
き
の
斜
面
下
部
に
点
在
し
、
そ
の
周
囲

に
ア
カ
エ

ゾ

マ
ッ
林
や
ト
ド
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
を
伴
う

(北
海

道

一
九
八
七
、

一
九
八
八
、
佐
藤

一
九
九
四
)
。

コ
マ
ク

サ
群
落
は
、
西
向
き
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
の
間

に
介
在
す
る

(伊
藤

・
斎
藤

一
九
七
四
)。
こ
れ
ら
の
高
山
植
物
群
落
は
、

標
高
で
は
な
く
地
形
に
応
じ
て
分
布
し
、
垂
直
分
布
の
逆

転
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
山
域
の
高
山
植
物
は
、
多
く
の
場
合
、
亜
高
山
帯

の
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
林
、
ト
ド
マ
ツ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、

さ
ら
に
山
地
帯
の
ミ
ズ
ナ
ラ
林
あ
る
い
は
ダ

ケ
カ
ン
バ
の

二
次
林
の
林
床
に
見
ら
れ
る

(佐
藤
ほ
か

一
九
九

四
)
。

こ
れ
ら
は
、
外
側
か
ら
見
る
と
北
海
道
に
普
通

の
森
林
に

見
え
る
が
、
林
内
に
入

っ
て
初
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
山
植

物
を
含
む
特
殊
な
種
類
構
成
か
ら
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

普
通
は
高
山
に
見
ら
れ
る
動
物
も
同
様
に
、

一
部
の
高
山

植
物
群
落
の
場
所
だ
け
に
限
ら
ず
、
各
種
の
森
林
群
落
内

に
も
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
高
山
に
見
ら

れ
る
生
物

の
特
殊
な
生
活
状
態
は
、
ま
こ
と

に
不
思
議
で

あ
る
。

こ
の
山
域
を
歩
い
て
み
る
と
、
地
表
に
全
く
流
水
が
認

め
ら
れ
な
い
。
別
の
不
思
議
さ
に
も
気
づ
く
。
こ
の
山
域

で
は
、
降
水
が
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
い
、
山
麓
で
初
め

て
湧
出
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
山
域
は
か
な
り
傾

斜
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ド
マ
ッ
林
や
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
林
な
ど
の
林
床
に
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

(
ス
ギ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ

や
ホ
ソ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
)
が
多
量
に
出
現
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、
低
地
で
の
高
山
生
物
の
出
現
と
と
も
に
、
本
当

に
不
思
議
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
以
上
の
不
思
議
な
現
象
が

「
風
穴

(ふ
う

け

つ
)」
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
き

た

(佐
藤

一
九
九
四
、

一
九
九
五
、
佐
藤
ほ
か

一
九
九
四
)。

風
穴
に
は
、
空
洞
に
な

っ
た

「溶
岩
ト
ン
ネ
ル
」
と
岩
塊

や
岩
屑
が
堆
積
し
た

「累
石
風
穴
」
の
二
種
類
が
知
ら
れ

る
が

(荒
谷

一
九
二
六
)、

こ
の
山
域

の
風
穴
は
後
者

に

当
た
る
。
累
石
風
穴
は
、
夏
季
に
岩
塊
や
岩
屑
の
隙
間
か

ら
冷
風
が
吹
き
出
し
、
そ
の
周
り
の
地
下
と
地
表
面
付
近

が
局
所
的
に
寒
冷
に
な
る
場
所
で
あ
る
。
北
海
道
の
累
石

風
穴
で
は
、
地
下
に
凍
土

(永
久
凍
土
あ
る
い
は
季
節
的

凍
土
)
の
存
在
が
確
認
、
あ
る
い
は
推
測
さ
れ
て
い
る

(佐
藤

一
九
九
五
)
。

ハ
イ
マ
ツ
が
出
現
す
る
累
石
風
穴
に

つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
山
域
の
風
穴
地
帯
が
国
内
最
大
規

模
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
山
域
の
風
穴
で
は
、
低
温
の
値
や
低
温
が
続
く
季

節
が
色
々
な
程
度
で
認
め
ら
れ
る

(佐
藤

一
九
九
四
、

一
九
九
五
、
佐
藤
ほ
か

一
九
九
四
)
。

こ
の
よ
う
な
低
温

状
態
の
違
い
に
応
じ
て
、

ハ
イ

マ
ツ
群
落
や
林
床
に
高
山

植
物
と
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
を
伴
う
各
種
の
森
林
が
成
立
し
て
い

る
。累

石
風
穴
で
は
、
さ
ら
に
地
表
面
付
近
が
湿
潤
と
な
る

特
徴
が
知
ら
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
冷
風
の
吹
き
出
し
に

よ
る
結
露

(吉
岡

一
九
七
三
)
と
、
特

に
北
海
道
で
は
凍

土
の
融
解

(鈴
木
ほ
か

一
九
八
七
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
地
表
水
の
な
い
こ
の
山
域
に
ミ
ズ
ゴ

ケ
類
が
多
い
第

一
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本

の
累
石
風
穴
は
、
扁
平
な
岩
屑
が
堆
積
し
た
場
合
と
安
山

岩
岩
塊
が
堆
積
し
た
場
合
に
細
分
で
き
る

(樋
口

一
九
七

一
、

一
九
七
八
、
志
保
井

一
九
七
四
、
佐
藤
ほ
か

一
九
九

三
)。
こ
の
山
域
の
よ
う
に
安
山
岩
岩
塊

の
場
合

に
ミ
ズ

。コ
ケ
類
が
良
く
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る

(佐
藤

一
九
九
五
)。

こ
の
山
域
の
累
石
風
穴
は
、

こ
れ
ら
の
点
で
も
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
山
域
の
風
穴
自
体
と
そ
こ
に

見
ら
れ
る
生
物
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
も
の
と
は
明

ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。

こ
の
山
域
は
、
生
物
と
環
境
を

合
わ
せ
た
全
体
が

一
つ
の
特
異
な
生
態
系
と
し
て
、
国
内

無
二
の
貴
重
さ
を
持

つ
と
結
論
で
き
る
。

三

貴
重
な
自
然
の
価
値

日
本

に
お
け
る
貴
重
な
自
然
の
評
価
で
は
、
従
来
か
ら

「自
然
性
」
と

「希
少
性
」
の
観
点
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
観
点
に
よ

っ
て
、
自
然
公
園
法
に
よ
る
特
別
保

護
地
区
や
特
別
地
域
、
自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
原
生
自

然
環
境
保
全
地
域
や
自
然
環
境
保
全
地
域
、
文
化
財
保
護

法

に
よ
る
特
別
天
然
記
念
物
や
天
然
記
念
物
な
ど
が
指
定

さ
れ
て
き
た
。
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

一
帯
は
、
従
来
か
ら
の

観
点
だ
け
で
も
全
体
が
厳
重
に
保
護
す
べ
き

一
つ
の
自
然

で
あ
り
、
国
内
最
高
点

で
の
保
護
が
必
要
で
あ
る
。

北
海
道
が
自
ら
策
定
し
た
自
然
環
境
保
全
指
針
で
は
、

こ
の
山
域
が

「
周
辺
を
含
め
て
厳
正

に
保
全
」
、
そ
し

て

「徒
歩
利
用
に
限
定
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
指
針
は
、
す

で
に
述

べ
て
き
た
こ
の
山
域
の
特
徴
か
ら
、
ま
こ
と
に
正

当
な
結
論

で
あ
り
、
決
し
て
無
視
さ
れ
て
は
い
け
な
い
も

の
で
あ
る
。
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最
近
、
自
然
保
護
に
お
け
る
新
た
な
観
点

と
し
て
、
国

際
的
に

「生
物
多
様
性
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九

二
年

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
開
か
れ
た

「
環
境
と
開
発

に
関
す
る
国
連
会
議
」
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

「生
物
の

多
様
性

に
関
す
る
条
約
」

に
つ
い
て
、
日
本

は
翌
年
に
批

准
し
た
。
そ
の
国
内
法
と
し

て

「
種

の
保
存

法
」

や
、

「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
が
急
い
で
制
定
さ
れ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
日
本

の
現
状
は
、
実
効
あ
る
保
護
体
制
が
ま

だ
不
充
分
な
の
で

「入
れ
物
を
作

っ
て
塊
が
入

っ
て
い
な

い
」
段
階
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
法

の
精
神

に
は
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
が
多
い
。

生
物
多
様
性
は
、
種
の
多
様
性
、
遺
伝
子

の
多
様
性
、

お
よ
び
生
態
系
の
多
様
性

(生
物
群
集
ま
た
は
植
物
群
落

の
多
様
性
を
含
む
)
の
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
な
る
。
こ

れ
ら
の
多
様
性
の
保
護
は
、
世
界
の
、
ま
た
地
域
の
全
て

の
種
、
全
て
の
遺
伝
子
、
お
よ
び
全
て
の
生
態
系

(あ
る

い
は
生
物
群
集

・
植
物
群
落
)
を
失
わ
な
い
こ
と
を
意
味

し
、
私
た
ち
の
将
来
に
向
け
た
生
活
環
境
や
資
源
の
維
持

に
直
結
す
る
。

こ
こ
に
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

一
帯
の
自
然

に
つ
い
て
、

生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
評
価
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
こ

の
山
域

の
自
然
全
体
を

「生
態
系
の
多
様
性
」
か
ら
見
る

と
、
国
内
最
高
点
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
生
態
系

は
、
生
物
群
集

(植
物
群
落
を
含
む
生
物
の
集
団
)
と
環

境
か
ら
構
成
さ
れ
る
系
、
自
然
全
体
を
意
味
す
る
。

こ
こ

の
自
然
は
、
高
山
帯
と
亜
高
山
帯
以
下
の
生
物

か
ら
な
る

生
物
群
集
と
、
種
々
の
風
穴
環
境
や
風
穴
で
な

い
環
境
が

一
緒
に
な

っ
て
、
全
体
が
国
内
無
二
の
特
異
な
生
態
系
を

形
成
し
て
い
る
。

こ
の
山
域
の
生
物
相
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世

界
や
国
内
で
唯

一
、
あ
る
い
は
極
め
て
希
少
な
生
物
種
、

さ
ら
に
北
海
道
あ
る
い
は
大
雪
山
に
お
け
る
希
少
種
が
集

中
し
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
山
域
は
、
「
種

の
多
様
性
」

か
ら
も
、
国
内
最
高
点
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
山
域
で
は
、
普
通
は
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
生
物
が

亜
高
山
帯
以
下
に
飛
び
離
れ
て
孤
立
状
態
で
分
布
し
、
普

通
は
湿
原
に
見
ら
れ
る
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
森
林
内
に
飛
び
離

れ
て
分
布
す
る
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
遺

伝
子
の
多
様
性
」
か
ら
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。
「
遺

伝
子
の
多
様
性
」
は
、
あ
る
地
域
個
体
群
の
内
部
で
も
考

慮
さ
れ
る
が
、
特
に
、
地
理
的
に
孤
立
し
た
個
体
群
、
あ

る
い
は
分
布
限
界
に
あ
る
個
体
群
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
現
在
ま
で
の
生
物
学
の
成
果
に
よ

っ
て
、
こ
れ

ら
の
個
体
群
の
遺
伝
子
構
成
は
分
布
域
中
心
の
個
体
群
の

も
の
と
大
い
に
異
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
実

際
の

「遺
伝
子
の
多
様
性
」
の
保
護
で
は
、
ま
だ
生
物
種

ご
と
個
体
群
ご
と
に
遺
伝
子
構
成
が
解
明
さ
れ
て
い
な
く

と
も
、
孤
立
し
た
個
体
群
や
分
布
限
界
に
あ
る
個
体
群
は

最
初
か
ら
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
種
の
多
様
性
と
遺
伝
子
の
多
様
性
を
保
護
す

る
た
め
に
は
、
生
物
種
の
生
育
地

・
生
息
地
環
境
を
切
り

離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
生
物
が
生
活
す
る

「生
育
地

・
生
息
地
環
境
の
多
様

性
」
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
山
域
に

お
い
て
三

つ
の
レ
ベ
ル
全
て
で
高
く
評
価
さ
れ
た

「
生
物

多
様
性
」

の
保
護
策
は
、
環
境
を
含
ん
だ
生
態
系
を
ま
る

ご
と
守
る
こ
と
が
最
も
容
易
で
あ
り
、
最
も
包
括
的

で
あ

る
。

四

誤

っ
た
影
響
評
価

以
上

の
よ
う
に
、

こ
の
山
域
の
自
然
は
、
全
体
が
自
然

保
護
の
種
々
の
観
点
か
ら
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
士
幌
高
原
道
路
を
推
進
す
る
北
海
道
は
、

自
然
を
細
か
く
分
断
し
て
、
都
合
の
良
い
観
点
だ
け
か
ら

の
価
値
評
価
を
し
て
い
る
。
自
然
の
価
値
評
価
に
お
い
て
、

日
本
全
体
や
北
海
道
全
体
を
対
象
に
す
る
場
合
は
、
当
然
、

大
面
積
に
わ
た
る
自
然
の
中
か
ら
貴
重
な
自
然
の
部
分
を

切
り
取

っ
て
評
価
し
、
保
護
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

小
面
積
の

一
つ
の
自
然
、

一
つ
の
生
態
系
を
際
限
な
く
細

分
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
り
、
誤

っ

た
影
響
評
価
に
つ
な
が
る
。

コ

般
道
道
士
幌
然
別
湖
線
自
然
環
境
調
査
報
告
書

(確
定
)
」
(北
海
道

一
九
八
八
)
と

「同
調
査
資
料
」
(北

海
道

一
九
八
七
)
は
、
す
で
に
、
山
域
の

一
部
を
占
め
る

ハ
イ

マ
ツ
群
落
だ
け
を
注
目
し
、
反
対
に
ナ
キ
ウ
サ
ギ
や

他
の
希
少
種
が
生
息
す
る
広
い
森
林
面
積
を
過
剰
に
低
く

評
価
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

(北
海
道
新
聞

一

九
九
三
年

一
月
八
日
)。

筆
者
は
、
北
海
道
の
二

つ
の
報
告
書
を
精
読
し
、
現
地

調
査
を
続
け
た
結
果
、
報
告
書
に
お
け
る
自
然
の
価
値
評

価
は
余
り
に
も
恣
意
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た

(佐
藤

一
九

九
四
)。
北
海
道
の
報
告
書

で
は

ハ
イ
マ
ツ
群
落
と
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林
が
高
く
、
他
方
ト
ド

マ
ツ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ

林
、
ミ
ズ
ナ
ラ
林
、
さ
ら
に
ク

マ
イ
ザ
サ
群
落
は
低
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
低
く
評
価
さ
れ
た
群

落
は
、
林
床

で
高
山
植
物
を
混
生
す
る
、
あ
る
い
は
蘇
類

が
優
勢
な
風
穴
と
深
く
関
係
す
る
群
落
を
含
む
の
で
、
高

く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
北
海
道

に
よ
る
こ
の
山
域
の
自
然
の
評

価
は
、
全
体
を
高
く
評
価
し
た
み
ず
か
ら
の
指
針
と
、
極

め
て
小
面
積

の
寸
断
さ
れ
た
部
分
だ
け
に
限

っ
て
評
価
し

た
二

つ
の
報
告
書
の
間
に
大
き
な
不
整
合
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
自
然
の
価
値
評
価
が
か
な
り
恣
意
的
で
あ
る
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
自
然

へ
の
影
響
評
価
は

一
層
あ
い
ま
い
な

も
の
に
な
る
。

北
海
道
の
二

つ
の
報
告
書

で
は
、
全
線
ト
ン
ネ
ル
案
に
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つ
い
て
は
支
持
す
る
根
拠
を
全
く
示
さ
ず
、
逆
に
否
定
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
駒
止
ル
ー
ト
案
が
大
反
対
を
う
け

る
と
、
突
然
、
自
然

に
対
す
る
影
響
が
少
な

い
と
し
て

「全
線
ト
ン
ネ
ル
案
」
に
変
わ

っ
た
。
そ
し

て
、

ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
予
定
地
付
近
の
自
然
だ
け
に
つ
い
て
調
査
結
果

を
示
し
、
貴
重
な
ナ
キ
ウ
サ
ギ
や
高
山
植
物

に
対
し
て
二

〇
綴
ほ
ど
離
れ
て
い
る
か
ら
、
自
然
に
影
響
が
な
い
と
結

論
づ
け
て
い
る

(北
海
道
土
木
部

一
九
九
四
)
。

ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
以
外
の
自
然
は
調
査
せ
ず
に
、
全

て
に
影
響
が

な
い
と
予
断
し
た
の
で
あ
る
。
環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審

議
会
委
員
の

「現
地
調
査
」
も
、
坑
口
付
近
を
単
に
眺
め

た
だ
け
に
終
始
し
て
、
こ
の
案
を
容
易
に
認
め
て
し
ま

っ

た
。環

境
庁
に
よ
る
付
帯
条
件
に
基
づ
き
、
北
海
道
は
調
査

を
続
け
て
い
る
。
平
成
七

・
八
年
度
の
結
果

は
、
北
海
道

土
木
部
に
設
置
さ
れ
た

「
道
路
環
境
懇
話
会

」

の
資
料

(北
海
道
土
木
部
道
路
計
画
課

一
九
九
六
)
と
し

て
、
情

報
公
開
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
、
鳥
類
お
よ

び
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
調
査
と
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ

る
地
質
調
査
は
、
と
も
に
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
だ
け
で
行

っ

て
い
る
。
ま
た
電
気
探
査

(比
抵
抗
値
)
に
よ
る
予
定
線

上
の
地
質
調
査
に
よ
り
、
地
下
水
位
、
熱
水
変
質
帯
の
有

無
な
ど
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

の
調
査
が
必
要
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ン
ネ
ル
が
自
然

へ
影
響
し
な

い
と
い
う
幻

想
を
抱
か
せ
て
い
る
が
、
本
当
に
、
ト
ン
ネ

ル
が
地
上
に

影
響
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
で
も
、
北
海
道
の
調
査
自
体
に
よ
る
踏
み

つ
け
の

影
響
の
大
き
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
。
今
後
、
坑
口
だ
け
で

は
な
く
予
定
線
上
の
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
調
査
が
な
さ
れ

る
な
ら
ば
、
調
査
自
体
に
よ
る
影
響
の
大
き
さ
が
ま
す
ま

す
危
惧
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
そ
の
も
の
に

よ
る
騒
音
、
振
動
、
地
下
水
系

へ
の
影
響
、
火
山
活
動
の

誘
発
、
温
泉
湧
出
な
ど
、
そ
し
て
完
成
後
ま
で
続
く
排
気

ガ

ス
や
温
風
の
影
響
な
ど
、

エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
や

風
穴
地
帯
全
体

へ
の
影
響
が
計
り
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
危
惧
を
抱
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

例
え
ば
、
地
下
水
系

へ
の
影
響
を
取
り
上
げ
る
と
、
現

在
山
麓
の
湧
水
を
利
用
し
て
い
る
飲
用
水
、
魚
の
養
殖
な

ど
の
よ
う
に
、
住
民
生
活
や
基
幹
産
業

へ
の
影
響
も
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
で
に
、
十
勝
自
然
保
護
協
会

(
一
九
九
五
)
は
、
ト
ン
ネ

ル
が
地
下
水
系
を
壊
す

「放

水
路
」
に
な

っ
て
し
ま
う
危
惧
を
指
摘
し
て
い
る
。

実
際
、
各
地
の
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
水
蒸
気
爆
発
や
人

命
事
故
が
続
発
し
て
い
る
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
ト
ン

ネ
ル
に
お
い
て
工
事
中
も
完
成
後
も
予
断
で
き
な
い
事
故

例
が
少
な
く
な
い
の
に
、
何
故
ト
ン
ネ
ル
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
地
上
の
自
然
に
影
響
な
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

土
木
学
会

(
一
九
九
四
)
の

「
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
調

査

・
計
測
の
評
価
と
利
用
」
を
読
む
と
、
そ
の
序
言
か
ら

非
常
に
興
味
深
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
事
前
の
想
定
通
り
に
な
ら
な
い
の
で
、

影
響
を
調
査
し
な
が
ら
堀
り
進
む
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
土
木
学
は
、
経
験
の
科
学
で
あ
る
の
で
、
ト
ン
ネ

ル
を
掘

っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
部
分
を
残
し
て
掘
り

始
め
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
日
本
の
土
木
学
の
現
状
は
、

車
道
と
し
て
の
ト
ン
ネ
ル
を

「
日
本
最
大
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ

生
息
地
や
日
本
最
大
規
模
の
風
穴
地
帯
」
に
掘

っ
た
経
験

を
持

っ
て
い
な
い
。
事
前
に
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
様
子
が
分

か
ら
な
い
の
に
、
内
部
か
ら
外
部
、
地
上
の
自
然

へ
の
影

響
が
分
か
る
と
い
う
う
の
は
、
全
く
の
嘘
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
自
然

へ
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
ど
こ
で
も

開
発
し
て
良
い
訳
で
は
な
い
。
こ
の
道
路
計
画
は
、
目
的
、

必
要
性
、
効
果
の
基
本
点
で
疑
念
が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
計
画
は
、
ト
ン
ネ
ル
だ
か
ら
自
然

に
影
響
が
な
い
と
言
い
張
り
、
極
め
て
貴
重
な
生
態
系
を

破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
山
域
は
、
日
本
最
大
の

国
立
公
園
の
中
で
と
り
わ
け
特
異
な
生
態
系
を
な
し
て
お

り
、
地
元
の
町
民
や
道
民
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
す
べ

て
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
に

は
深
く
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

(
こ
の

一
文
は
、
「週
間
金
曜
日

一
九
九
六
年

一
一
月
八

日
号
」
に
掲
載
し
た
文
章

に
修
正

・
補
足
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
)

引
用
文
献

荒
谷
武
三
郎

一
九
二
六
.
秋
田
県
長
走
風
穴
に
就
い

て
.
地
球
、
八
.

土
木
学
会
岩
盤
力
学
委
員
会

一
九
九
四
.
ト
ン
ネ
ル
に

お
け
る
調
査

・
計
測
の
評
価
と
利
用

(第

一
版
・第
四
刷
).

土
木
学
会
.

樋
口
利
雄

一
九
七

一
.
東
北
地
方
の
風
穴
地
に
お
け
る

蘇
類
植
生
.
癬
苔
地
衣
雑
報
、
五
.

樋
口
利
雄

一
九
七
八
.
東
北
地
方
の
風
穴
地
に
お
け
る

蘇
類
の
特
性
.
「吉
岡
邦
二
博
士
追
悼
植
物
生
態
論
集
」
、

三

一
八
-
一三
一=

.
東
北
植
物
生
態
談
話
会
.

北
海
道

一
九
八
七
.

一
般
道
道
士
幌
然
別
湖
線
自
然
環

境
調
査
資
料
.
北
海
道
庁
.

北
海
道

一
九
八
八
.

一
般
道
道
士
幌
然
別
湖
線
自
然
環

境
調
査
報
告
書

(確
定
)
.
北
海
道
庁
.

北
海
道
土
木
部

一
九
九
四
.

一
般
道
道
士
幌
然
別
湖
線

道
路
計
画
の
概
要
.

北
海
道
土
木
部
道
路
計
画
課

一
九
九
六
.
第

一
〇
回
道

路
環
境
懇
話
会
会
議
の
資
料

(情
報
公
開
開
示
資
料
).
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北
海
道
新
聞

一
九
九
三
年

一
月
八
日
号
.
士
幌
高
原
道

路

道
の
ア
セ
ス
、
動
物
軽
視
で
数
字
操
作
.

北
海
道
新
聞

一
九
九
五
年
三
月

一
八
日
号
.
鹿
追
に
新

種
の
ク
モ
ー
上
士
幌
町
の
主
婦
発
見
ー
、
十
勝

で
独
自
に

進
化
か
.

伊
藤
浩
司

・
斎
藤
新

一
郎

一
九
七
四
.
北
海
道
鹿
追
町

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

コ
マ
ク
サ
群
落
地
調
査
報
告
書
。
鹿
追

町
.

松
田
ま
ゆ
み

一
九
九
六
.

マ
ツ
ダ
タ
カ
ネ
オ

ニ
グ
モ
.

北
大
自
然
保
護
研
究
会
編

「大
雪
山
国
立
公
園
生
態
観
察

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
～
自
然

へ
の
扉
～
」
.

日
本
鳥
学
会

一
九
九
二
年
度
大
会
総
会

一
九
九
二
.
道

道
士
幌
然
別
湖
線
建
設
に
関
す
る
要
望
書
.

日
本
哺
乳
類
学
会

一
九
九
二
年
度
大
会
総
会

一
九
九

二
.
道
道
士
幌
然
別
湖
線
建
設
に
関
す
る
要
望
書
.

日
本
生
態
学
会
第
四
〇
回
大
会
総
会

一
九
九
三
.
道
道

士
幌
然
別
湖
線

(士
幌
高
原
道
路
)

の
建
設
中
止
に
関
す

る
要
望
書
.

日
本
野
鳥

の
会

・
十
勝
支
部
総
会

一
九
九
三
.
士
幌
高

原
道
路
に
関
す
る
要
望
書
.

斎
藤
宗
勝

一
九
八
四
.
縫
道
石
山

・
縫
道
石

の
特
殊
植

物
群
落
.
沼
田

真
編

「
日
本
の
天
然
記
念
物
三
、
植
物
ー

」
、

一
七

-

一
九
.
講
談
社
.

佐
藤

謙

・
工
藤

岳

・
植
村

滋

一
九
九

三
.
定
山

渓
漁
入

ハ
イ
デ
の
風
穴
植
生
.
日
本
生
態
学
会
誌
、

四

三
.

佐
藤

謙

一
九
九
四
.
士
幌
高
原
の
自
然
は
極
め
て
特

殊

で
あ
る
,
北
海
道

の
自
然
、
三
二
.
北
海
道
自
然
保
護

協
会
.

佐
藤

謙

一
九
九
五
.
北
海
道
の
風
穴
植
生
概
説

ひ

が
し
大
雪
博
物
館
研
究
報
告
、

一
七
.
上
士
幌

町
.

佐
藤

謙

一
九
九
六
.
大
雪
山
の
不
思
議
な
自
然
を
守

れ
.
週
間
金
曜
日
、

一
九
九
六
年

=

月
八
日
号
.

佐
藤

謙

・
紺
野
康
夫

・
近
堂
祐
弘

・
坂
入
奈
緒
美

一

九
九
四
.
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
の
風
穴
植
生
.
(未
発
表
)

志
保
井
利
夫

一
九
七
四
.
北
海
道
常
呂
郡
留
辺
蘂
町
、

温
根
湯

つ
つ
じ
山

の
風
穴

に

つ
い
て
.
地
学
雑
誌
、
八

三
.
鈴
木
由
告

・
山
川
信
之

・
清
水
長
生

一
九
八
七
.

十
勝
三
股
十
四
乃
沢
の
永
久
凍
土
上

の
森
林
植
生
。
ひ
が

し
大
雪
博
物
館
研
究
報
告
、
九
.
上
士
幌
町
.

谷
川
明
男

一
九
九
四
.
日
本
産
タ
カ
ネ
オ

ニ
グ
モ
属
の

一
新
種
.
>
9
p
霞
o
。ぎ

o一、
四
三

(二
)
.
(英
文
).

十
勝
自
然
保
護
協
会

一
九
九
五
年
五
月
九
日
,
地
下
水

脈
を

こ
わ
す
白
雲
山
放
水
路
-

環
境
庁
自
然
環
境
保
全

審
議
会
自
然
公
園
部
会
小
委
員
会
審
議
員
あ
て
の
配
布
資

料
.

吉
岡
邦
二

一
九
七
三
.
風
穴
植
生
.
生
態
学
講
座
月
報
、

八
.
共
立
出
版
.
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